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11.. 鉛鉛フフリリーー銅銅合合金金のの必必要要性性

JJIISS HH 55112200 CCAACC440066 にに代代表表さされれるる青青銅銅鋳鋳物物はは、、鉛鉛がが 44..00～～66..00wwtt%%含含有有ししてておおりり、、優優れれたた鋳鋳造造

性性、、切切削削性性、、耐耐圧圧性性をを有有すするるここととかからら、、水水道道用用部部材材ななどどのの継継手手ややババルルブブにに多多くく使使用用さされれててききまま

ししたた。。ししかかしし、、11999922 年年にに世世界界保保険険機機構構（（WWHHOO））はは、、飲飲料料水水のの水水質質ガガイイドドラライインンととししてて「「飲飲料料

水水中中のの鉛鉛含含有有量量はは、、00..0011mmgg//LL がが望望ままししいい」」とと勧勧告告ししたた経経緯緯かからら、、厚厚生生労労働働省省でではは、、同同年年にに水水質質

基基準準をを 00..0055mmgg//LL 以以下下にに強強化化、、22000033 年年 44 月月ににはは、、ささららにに厳厳ししいい 11//55 のの 00..0011mmgg//LL 以以下下にに改改正正しし

ままししたた。。ここののよよううにに、、人人体体にに対対ししてて鉛鉛がが及及ぼぼすす影影響響がが懸懸念念さされれるるよよううににななっってていいまますす。。

ここののよよううなな背背景景かからら、、弊弊社社はは、、平平成成 1122 年年度度よよりり有有害害なな鉛鉛をを含含有有ししなないい鉛鉛フフリリーー銅銅合合金金のの合合金金

開開発発にに着着手手しし、、研研究究をを重重ねねたた結結果果、、鉛鉛をを含含有有せせずずにに CCAACC440066 とと同同等等のの特特性性をを有有すするる鉛鉛フフリリーー銅銅

合合金金「「ククリリカカブブロロンンズズ」」をを開開発発いいたたししままししたたののでで、、以以下下にに紹紹介介いいたたししまますす。。

22.. 特特徴徴

((11)) 鋳鋳造造時時のの不不良良率率がが低低減減ででききまますす。。（（当当社社製製品品比比））

((22)) NNii のの含含有有にによよりり耐耐圧圧性性がが優優れれ、、厚厚肉肉鋳鋳物物ににもも適適ししてていいまますす。。

((33)) 鋳鋳造造方方案案はは、、JJIISS HH55112200 CCAACC440066 とと同同等等条条件件でで鋳鋳造造可可能能でですす。。

((44)) NNii--PP--SSnn ののババラランンススにによよりり切切削削加加工工性性がが優優れれてていいまますす。。

((55)) 環環境境をを配配慮慮ししたた化化学学成成分分でですす。。（（セセレレンン・・アアンンチチモモンンフフリリーー銅銅合合金金））

((66)) 機機械械的的性性質質はは、、JJIISS HH55112200 CCAACC440066 とと同同等等でですす。。

33.. 化化学学成成分分

ククリリカカブブロロンンズズににはは、、主主成成分分ととししてて CCuu、、SSnn、、ZZnn、、BBii 系系合合金金にに NNii がが含含有有ししてていいまますす。。ままたた、、

22000099 年年 1100 月月 2200 日日にに CCAACCIInn990044，，CCAACC990044，，CCAACC990044CC ととししてて JJIISS 規規格格にに登登録録さされれままししたた。。まま

たた、、22001111 年年 22 月月にに CC8899884455 ととししてて CCDDAA 規規格格にに登登録録さされれままししたた。。

表表 33--11 主主要要化化学学成成分分，，mmaassss%%

種種類類 CCuu SSnn ZZnn BBii NNii PPbb PP

ククリリカカブブロロンンズズ地地金金
JJIISS HH 22220022 CCAACCIInn990044

BBaall..
33..00～～
55..00

66..00～～
99..00

11..00～～
22..00

11..55～～
22..55

≦≦00..11 ≦≦00..0033

ククリリカカブブロロンンズズ鋳鋳物物
JJIISS HH 55112200 CCAACC990044

BBaall..
33..00～～
55..00

66..00～～
99..00

11..00～～
22..00

11..55～～
22..55

≦≦00..2255 ≦≦00..0055

ククリリカカブブロロンンズズ
連連続続鋳鋳造造鋳鋳物物
JJIISS HH 55112211 CCAACC990044CC

BBaall..
33..00～～
55..00

66..00～～
99..00

11..00～～
22..00

11..55～～
22..55

≦≦00..2255 ≦≦00..55

米米国国 CCDDAA CC8899884455 BBaall..
33..00～～
55..00

66..00～～
99..00

11..00～～
22..00

11..55～～
22..55

≦≦00..0099 ≦≦00..0055

ククリリカカブブロロンンズズ代代表表値値 BBaall.. 44..00 77..00 11..55 11..66 ≦≦00..2255 ≦≦00..0055
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44.. 溶溶解解・・鋳鋳造造作作業業ににつついいてて（（当当社社例例））

44..11 溶溶解解作作業業

44..11..11 原原材材料料のの配配合合

((11)) 合合金金地地金金、、返返りり材材、、切切削削粉粉、、消消耗耗金金属属添添加加のの組組みみ合合わわせせでで配配合合すするる。。

((22)) 油油分分・・水水分分のの付付着着ししたた原原材材料料はは使使用用ししなないい。。

((33)) 消消耗耗すするる金金属属、、特特にに ZZnn はは、、炉炉中中分分析析にによよりり補補充充すするる。。

((44)) 新新配配合合すするる場場合合のの NNii 添添加加はは、、NNii 地地金金、、CCuu--NNii 地地金金ままたたはは洋洋白白ななどどをを用用いいるる。。融融点点のの低低いい

合合金金をを用用いいるる方方がが溶溶解解ははししややすすいい。。NNii はは、、ガガスス吸吸収収ししややすすいいののでで、、NNii ままたたはは CCuu--NNii 地地金金

をを配配合合すするる場場合合はは、、十十分分乾乾燥燥ささせせるる。。赤赤熱熱加加熱熱すするるととななおお良良いい。。

44..11..22 溶溶解解

((11)) 基基本本的的なな溶溶解解方方法法はは、、ビビススママスス青青銅銅鋳鋳物物のの溶溶解解方方法法にに準準ずずるる。。

((22)) 脱脱酸酸処処理理はは、、1155%%りりんん銅銅をを使使用用すするる。。

((33)) 脱脱水水素素剤剤はは、、逆逆にに溶溶湯湯のの性性状状をを悪悪化化ささせせるるたためめ極極力力使使用用ししなないい方方がが好好ままししいい。。

((44)) 脱脱ガガスス処処理理すするる場場合合はは、、窒窒素素ガガススやや不不活活性性ガガススにによよるるババブブリリンンググがが良良いい。。

【【合合金金地地金金をを使使用用すするる場場合合】】

((55)) 合合金金地地金金をを使使用用すするる場場合合はは、、11225500～～11228800℃℃ままでで昇昇温温後後、、1155%%りりんん銅銅でで脱脱酸酸処処理理すするる。。

((66)) 炉炉中中分分析析ににてて ZZnn 歩歩留留ままりりがが悪悪いい場場合合、、地地金金がが溶溶落落後後、、11113300～～11115500℃℃でで ZZnn をを添添加加しし十十分分

撹撹拌拌しし、、（（55））をを行行うう。。

((77)) 脱脱酸酸処処理理のの 1155%%りりんん銅銅はは、、00..22～～00..44%%添添加加すするる。。

【【新新材材配配合合をを使使用用すするる場場合合】】

((88)) 純純銅銅、、NNii 地地金金をを先先にに溶溶解解しし、、溶溶落落後後、、11113300～～11115500℃℃でで亜亜鉛鉛地地金金をを装装入入しし撹撹拌拌すするる。。撹撹拌拌

後後、、SSnn 地地金金→→BBii 地地金金をを装装入入すするる。。

((99)) 最最高高溶溶解解温温度度 11225500～～11228800℃℃ままでで昇昇温温後後、、1155%%りりんん銅銅でで脱脱酸酸処処理理ををすするる。。

((1100)) 脱脱酸酸後後、、約約 55 分分間間鎮鎮静静しし、、鋳鋳造造すするる。。

44..22 鋳鋳造造作作業業

44..22..11 鋳鋳型型条条件件

((11)) 鋳鋳型型はは、、生生型型、、炭炭酸酸ガガスス鋳鋳型型、、有有機機自自硬硬性性鋳鋳型型ででのの実実績績ががああるる。。

((22)) 但但しし、、中中子子にに使使用用すするるシシェェルル鋳鋳型型ななどどはは、、ガガススがが発発生生ししややすすくくガガスス欠欠陥陥をを生生じじややすすいいたためめ、、

十十分分乾乾燥燥ししてておおくく。。

44..22..22 鋳鋳造造方方案案・・鋳鋳造造条条件件

((11)) CCAACC440066 とと同同様様のの方方案案でで鋳鋳造造ででききるる製製品品ももああるる。。

((22)) 鋳鋳込込速速度度はは、、手手酌酌ででのの実実績績ががあありり、、約約 1177kkgg//枠枠のの製製品品でで約約 22kkgg//ss。。自自動動注注湯湯機機でではは実実績績無無しし。。
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55.. 鋳鋳造造性性

55..11 湯湯流流れれ性性

湯湯流流れれ性性はは、、CCAACC440066 ととほほぼぼ同同等等のの特特性性をを示示ししまますす。。

鋳鋳込込温温度度 11117777℃℃ 11115500℃℃ 11110000℃℃

鋳鋳込込温温度度 11117733℃℃ 11115511℃℃ 11009944℃℃

図図 55--11 CCAACC440066 ととククリリカカブブロロンンズズににおおけけるる渦渦巻巻きき供供試試材材のの鋳鋳込込温温度度とと流流動動性性比比較較 ((測測定定例例))

55..22 階階段段状状鋳鋳物物にによよるる内内部部品品質質（（浸浸透透探探傷傷試試験験））

55..22..11 肉肉厚厚 2200，，3300，，4400mmmm 33 段段階階段段状状鋳鋳型型にによよるる内内部部品品質質

((11)) NNii、、PP、、BBii のの相相互互作作用用にによよりり内内部部欠欠陥陥のの発発生生をを抑抑制制ででききまますす。。

((22)) BBii がが増増加加ししててもも内内部部欠欠陥陥のの発発生生をを抑抑制制ででききまますす。。

((33)) CCAACC440066 ととほほぼぼ同同様様のの方方案案でで鋳鋳造造がが可可能能でですす。。

((aa)) JJIISS HH 55112200 CCAACC440066

((bb)) CCuu--55..11SSnn--66..11ZZnn--11..66BBii--22..55NNii--00..002200PP，，mmaassss%%

((cc)) CCuu--55..11SSnn--66..11ZZnn--33..33BBii--22..55NNii--00..002211PP，，mmaassss%%

図図 55--22 33 段段階階段段状状鋳鋳型型方方案案 図図 55--33 33 段段階階段段状状供供試試材材断断面面のの浸浸透透探探傷傷試試験験結結果果
（（鋳鋳込込温温度度：：11118800℃℃）） ((測測定定例例))

((一一部部供供試試材材にに観観察察さされれるる指指示示模模様様はは、、鋳鋳肌肌面面かかららのの滲滲みみでであありり欠欠陥陥指指示示模模様様ででははあありりまませせんん。。))
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55..22..22 肉肉厚厚 1100，，2200，，3300，，4400mmmm 44 段段階階段段状状鋳鋳型型にによよるる内内部部品品質質

ククリリカカブブロロンンズズはは、、JJIISS 規規格格とと比比較較ししてて欠欠陥陥指指示示模模様様がが観観察察さされれずず、、内内部部欠欠陥陥のの発発生生をを抑抑制制

ででききまますす。。

((aa)) CCAACC990011((CCuu--55..11SSnn--66..00ZZnn--00..55BBii--<<00..0011NNii--00..003322PP，，mmaassss%%))

((bb)) CCAACC990022((CCuu--55..11SSnn--66..00ZZnn--11..66BBii--<<00..0011NNii--00..003366PP，，mmaassss%%))

((cc)) ククリリカカブブロロンンズズ((CCuu--44..11SSnn--77..11ZZnn--11..66BBii--22..00NNii--00..003311PP，，mmaassss%%))

図図 55--44 44 段段階階段段状状鋳鋳型型方方案案 図図 55--55 44 段段階階段段状状供供試試材材断断面面のの浸浸透透探探傷傷試試験験結結果果

（（鋳鋳込込温温度度 11113300℃℃）） ((測測定定例例))
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66.. 物物理理的的性性質質おおよよびび機機械械的的性性質質

66..11 ククリリカカブブロロンンズズのの物物理理的的性性質質おおよよびび機機械械的的性性質質一一覧覧

表表 66--11 物物理理的的性性質質 ((測測定定例例))

項項 目目 測測定定値値

・・密密度度 （（gg//ccmm33）） 88..7799

・・比比熱熱 00..337744

・・熱熱拡拡散散率率 （（××1100--66mm22//ss）） 2211..333333

・・熱熱伝伝導導率率 （（WW//mm･･KK）） 6677..88

・・平平均均線線膨膨張張係係数数 （（××1100--66//℃℃））

温温度度範範囲囲（（℃℃）） 熱熱膨膨張張係係数数

2200～～5500 1177..22

2200～～110000 1177..44

2200～～115500 1177..66

2200～～220000 1177..77

2200～～225500 1177..99

2200～～330000 1188..11

・・電電気気抵抵抗抗率率 （（μμΩΩ･･ccmm）） 1111..99

・・電電気気伝伝導導率率 （（％％IIAACCSS）） 1144..66

・・透透磁磁率率 00..9999999999

・・ヤヤンンググ率率 （（GGPPaa）） 110055..00

・・剛剛性性率率 （（GGPPaa）） 3388..99

・・ポポアアソソンン比比 00..335500

表表 66--22 機機械械的的性性質質 ((測測定定例例))

項項 目目 測測定定値値

・・引引張張試試験験
00..22％％耐耐力力 （（MMPPaa）） 111177..00
引引張張強強ささ （（MMPPaa）） 224466..99
伸伸びび ％％ 2222..00

・・せせんん断断試試験験
せせんん断断強強ささ 444422..00

・・圧圧縮縮試試験験
00..11%%歪歪みみ時時 応応力力 （（MMPPaa）） 7722..22
11..00%%歪歪みみ時時 応応力力 （（MMPPaa）） 114433..44
1100%%歪歪みみ時時 応応力力 （（MMPPaa）） 225511..88

・・衝衝撃撃試試験験
UU ノノッッチチ（（22mmmm））吸吸収収エエネネルルギギーー （（JJ）） 1199..33
UU ノノッッチチ（（22mmmm））衝衝撃撃値値 （（JJ//ccmm22）） 2244..33
VV ノノッッチチ（（22mmmm））吸吸収収エエネネルルギギーー （（JJ）） 1166..00
VV ノノッッチチ（（22mmmm））衝衝撃撃値値 （（JJ//ccmm22）） 2200..00

・・疲疲労労試試験験
片片振振りり引引張張疲疲労労限限度度σσuu 1100^̂77 回回 （（MMPPaa））
（（＊＊JJIISS 応応力力振振幅幅××22 ののデデーータタをを記記載載））

9900

最最大大応応力力σσmmaaxx（（最最大大）） 1100^̂77 回回 （（MMPPaa）） 110000
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66..22.. JJIISS HH55112200 AA 号号供供試試材材にによよるる機機械械的的性性質質

66..22..11 規規格格値値

表表 66--33 機機械械的的性性質質

種種類類
引引張張強強ささ
（（MMPPaa））

伸伸びび
（（%%））

ククリリカカブブロロンンズズ鋳鋳物物 119955 以以上上 1155 以以上上

ククリリカカブブロロンンズズ連連鋳鋳鋳鋳物物 224455 以以上上 1155 以以上上

66..22..22 引引張張試試験験結結果果（（JJIISS HH55112200 のの AA 号号供供試試材材（（CCOO22 鋳鋳型型））））

図図 66--11 代代表表組組成成のの引引張張試試験験結結果果（（5500 本本）） ((測測定定例例))

（（成成分分::CCuu--44..33SSnn--77..00ZZnn--11..55BBii--11..66NNii--00..0044PP，，mmaassss%%））

図図 66--22 SSnn，，ZZnn，，NNii 下下限限成成分分のの 図図 66--33 SSnn，，ZZnn，，NNii 上上限限成成分分のの

引引張張試試験験結結果果 ((測測定定例例)) 引引張張試試験験結結果果 ((測測定定例例))

（（成成分分::CCuu--33..44SSnn--55..99ZZnn--22..11BBii--11..4488NNii--00..0044PP，，mmaassss%%）） （（成成分分::CCuu--44..99SSnn--88..44ZZnn--22..00BBii--22..44NNii00..0044PP，，mmaassss%%））
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66..22..33 44 段段階階段段状状鋳鋳型型のの各各肉肉厚厚ににおおけけるる機機械械的的性性質質

表表 66--44 供供試試材材のの化化学学成成分分，，mmaassss%%

図図 66--44 試試験験片片採採取取位位置置

((aa)) 各各肉肉厚厚とと 00..22%%耐耐力力のの関関係係 ((bb)) 各各肉肉厚厚とと引引張張強強ささのの関関係係

((cc)) 各各肉肉厚厚とと伸伸びびのの関関係係

図図 66--55 階階段段状状供供試試材材ににおおけけるる各各肉肉厚厚とと機機械械的的性性質質のの関関係係 ((測測定定例例))

種種類類 SSnn NNii ZZnn BBii PPbb PP CCuu

CCAACC990011 55..11 <<00..0011 66..00 00..55 <<00..000011 00..003322 BBaall..

CCAACC990022 55..11 <<00..0011 66..00 11..66 <<00..000011 00..003366 BBaall..

ククリリカカブブロロンンズズ 44..11 22..00 11..66 11..66 <<00..000011 00..003311 BBaall..
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77.. 切切削削性性

((11)) 被被削削性性係係数数はは、、CCAACC440066CC をを 110000 ととししたた場場合合、、8800～～9900 でですす。。被被削削性性係係数数はは、、BBii 含含有有量量をを

増増加加すするるここととにによよりり改改善善さされれまますす。。

((22)) 表表面面粗粗ささ（（RRaa））はは、、CCAACC440066CC とと同同等等でであありり、、良良好好なな仕仕上上ががりりがが得得らられれまますす。。

((33)) 切切削削粉粉はは、、連連続続的的でで巻巻いいたた切切削削粉粉ににははななららずず、、従従来来のの機機械械加加工工方方法法でで十十分分対対応応可可能能でですす。。

表表 77--11 旋旋盤盤にによよるる切切削削試試験験条条件件

項項目目 条条件件値値

使使用用工工具具 超超硬硬（（JJIISS PP 類類相相当当））（（一一定定））

切切削削速速度度（（mm//mmiinn）） 110000、、440000（（22 水水準準））

切切込込量量（（mmmm）） 11..00（（一一定定））

送送りり量量（（mmmm//rreevv）） 00..11（（一一定定））

図図 77--11 ククリリカカブブロロンンズズのの BBii 含含有有量量とと 図図 77--22 ククリリカカブブロロンンズズのの BBii 含含有有量量とと

被被削削性性係係数数のの関関係係 ((測測定定例例)) 平平均均表表面面粗粗ささ（（RRaa））のの関関係係 ((測測定定例例))

（（ CCAACC440066CC のの表表面面粗粗ささ範範囲囲））

図図 77--33 JJIISS 規規格格ビビススママスス系系銅銅合合金金**））CCAACC990011，，990022 とと

ククリリカカブブロロンンズズのの被被削削性性係係数数比比較較 ((測測定定例例))

**））平平成成 1177 年年度度 NNEEDDOO 「「給給水水栓栓用用銅銅合合金金鋳鋳物物のの鉛鉛フフリリーー化化にに関関すするる開開発発研研究究」」よよりり被被削削性性係係数数をを抜抜粋粋
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((aa)) CCAACC440066CC のの切切削削粉粉形形状状

00mmaassss%%BBii 00..66mmaassss%%BBii 11..00mmaassss%%BBii 11..55mmaassss%%BBii 22..00mmaassss%%BBii

((bb)) 成成分分::CCuu--22..55SSnn--77ZZnn--（（00,,00..55,,11..00,,11..55,,22..00））BBii--22..55NNii--00..0033PP，，mmaassss%%

00mmaassss%%BBii 00..55mmaassss%%BBii 11..33mmaassss%%BBii 22..00mmaassss%%BBii 22..99mmaassss%%BBii

((cc)) 成成分分::CCuu--55SSnn--77ZZnn--（（00,,00..55,,11..33,,22..00,,22..99））BBii--22..55NNii-- --00..0033PP，，mmaassss%%

図図 77--44 切切削削粉粉形形状状比比較較 ((測測定定例例))
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88.. 金金属属組組織織

88..11 金金属属組組織織にに及及ぼぼすす NNii 含含有有量量のの影影響響

図図 88--11 金金属属組組織織にに及及ぼぼすす NNii 含含有有量量のの影影響響（（成成分分::CCuu--55SSnn--66ZZnn--00..55BBii--xxNNii--00..0033PPmmaassss%%）） ((測測定定例例))

110000μμmm 2255μμmm

BBii おおよよびび NNii 化化合合物物

((dd)) 22..00mmaassss%%NNii 含含有有材材

110000μμmm 2255μμmm

BBii おおよよびび NNii 化化合合物物

((ee)) 22..55mmaassss%%NNii 含含有有材材

BBii おおよよびび NNii 化化合合物物

110000μμmm

((cc)) 11..55mmaassss%%NNii 含含有有材材

2255μμmm

ひひけけ巣巣

110000μμmm 2255μμmm

((bb)) 11..00mmaassss%%NNii 含含有有材材

BBii おおよよびび NNii 化化合合物物

ひひけけ巣巣

110000μμmm 2255μμmm

((aa)) NNii ななしし
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88..22 EEPPMMAA にによよるる化化合合物物のの同同定定

((11)) NNii をを含含有有すするるここととにによよりり SSnn--NNii 化化合合物物，，NNii--PP 化化合合物物がが BBii 周周辺辺にに生生成成ししまますす。。

((22)) NNii 化化合合物物はは、、ひひけけ巣巣をを埋埋めめるる効効果果ががあありり、、耐耐圧圧性性をを向向上上ででききまますす。。

図図 88--22 ククリリカカブブロロンンズズ 33%%SSnn 系系のの EEPPMMAA 分分析析結結果果 ((測測定定例例))

((成成分分::CCuu--22..77SSnn--77..88ZZnn--00..66BBii--22..77NNii--00..0044PP，，mmaassss%%))

図図 88--33 ククリリカカブブロロンンズズ 55%%SSnn 系系のの EEPPMMAA 分分析析結結果果 ((測測定定例例))

((成成分分::CCuu--55..11SSnn--66..11ZZnn--33..33BBii--22..55NNii--00..002211PP，，mmaassss%%))
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99.. 浸浸出出特特性性

((11)) 浸浸出出特特性性はは、、日日本本水水道道協協会会規規格格 11))おおよよびび JJIISS 規規格格 22))のの基基準準をを満満たたししてていいまますす。。

((22)) 不不純純物物ととししてて PPbb がが含含有有さされれるる場場合合、、00..2255wwtt%%ままでではは、、補補正正値値をを適適用用すするるここととでで基基準準値値

をを許許容容ででききまますすがが、、有有害害性性をを考考慮慮ししてて、、ででききるる限限りり PPbb のの含含有有をを低低くくすするるここととをを推推奨奨しし

まますす。。

表表 99--11 浸浸出出試試験験結結果果 ((測測定定例例))

水水道道用用資資機機材材 11))

製製品品例例：：ボボーールル式式補補修修弁弁

給給水水装装置置（（配配管管途途中中））22))

製製品品例例：：伸伸縮縮可可ととうう継継手手項項 目目 単単位位

基基準準値値 分分析析値値 基基準準値値 分分析析値値

接接触触面面積積比比 ccmm22//LL －－ 11225533 －－ 44447733

カカドドミミウウムム及及びび

そそのの化化合合物物
mmgg//LL ≦≦00..000011 <<00..00000011 ≦≦00..0011 <<00..000011

鉛鉛おおよよびびそそのの化化合合物物 mmgg//LL ≦≦00..000011 00..000000002266 ≦≦00..0011 00..000022

六六価価ククロロムム化化合合物物 mmgg//LL ≦≦00..000055 00..00000099 ≦≦00..0055 <<00..000055

亜亜鉛鉛及及びびそそのの化化合合物物 mmgg//LL ≦≦00..11 00..001111 ≦≦11..00 00..002222

アアルルミミニニウウムム及及びび

そそのの化化合合物物
mmgg//LL ≦≦00..0022 <<00..0011 ≦≦00..22 <<00..0022

鉄鉄おおよよびびそそのの化化合合物物 mmgg//LL ≦≦00..0033 <<00..000033 ≦≦00..33 <<00..0033

銅銅おおよよびびそそのの化化合合物物 mmgg//LL ≦≦00..11 00..00002200 ≦≦11..00 <<00..0011

フフェェノノーールル類類 mmgg//LL ≦≦00..000055 <<00..00000055 ≦≦00..000055 <<00..00000055

有有機機物物ななどど（（TTOOCC）） mmgg//LL ≦≦00..55 00..44 ≦≦55 <<00..33

味味 －－ 異異常常でで無無いいこことと 異異常常ななしし 異異常常でで無無いいこことと 異異常常ででなないい

臭臭気気 －－ 異異常常でで無無いいこことと 異異常常ななしし 異異常常でで無無いいこことと 異異常常ででなないい

色色度度 度度 ≦≦00..55 00..55 ≦≦55 <<00..55

濁濁度度 度度 ≦≦00..22 <<00..0011 ≦≦22 <<00..0055

11））外外部部にによよるる分分析析 試試験験方方法法：：日日本本水水道道協協会会 JJWWWWAA ZZ 110088－－水水道道用用資資機機材材－－浸浸出出試試験験方方法法

JJWWWWAA ZZ 111100－－水水道道用用資資機機材材浸浸出出液液のの分分析析方方法法

22））日日本本食食品品分分析析セセンンタターーにによよるる分分析析 試試験験方方法法：：JJIISS SS 33220000

製製品品例例：：ボボーールル式式補補修修弁弁 弁弁体体

製製品品例例：：伸伸縮縮可可ととうう継継手手
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1100.. 脱脱亜亜鉛鉛腐腐食食特特性性

((11)) 試試験験方方法法はは、、IISSOO 66550099－－11998811 金金属属及及びび合合金金のの腐腐食食－－黄黄銅銅のの脱脱亜亜鉛鉛腐腐食食試試験験方方法法準準拠拠。。

((22)) 脱脱亜亜鉛鉛腐腐食食現現象象はは認認めめらられれなないいたためめ、、全全面面腐腐食食深深ささににつついいてて調調査査ししたた結結果果をを表表 1100--11 にに

示示ししまますす。。

((33)) 脱脱亜亜鉛鉛腐腐食食試試験験後後 光光学学顕顕微微鏡鏡組組織織：：図図 1100--11

((44)) 脱脱亜亜鉛鉛腐腐食食試試験験後後 EEPPMMAA 分分析析結結果果：：図図 1100--22

表表 1100--11 腐腐食食深深ささ ((測測定定例例))

腐腐食食深深ささ平平均均値値

（（μμmm））

腐腐食食深深ささのの最最大大値値

（（μμmm））

2288 5500

((aa)) 脱脱亜亜鉛鉛腐腐食食面面断断面面 ((bb)) 同同左左拡拡大大

図図 1100--22 脱脱亜亜鉛鉛腐腐食食試試験験後後のの光光学学顕顕微微鏡鏡組組織織 ((測測定定例例))

図図 1100--33 脱脱亜亜鉛鉛腐腐食食試試験験後後のの EEPPMMAA 分分析析結結果果 ((測測定定例例))

220000μμmm 5500μμmm

試試験験面面

220000μμmm
低 濃度レベル 高低 濃度レベル 高

試試験験面面

BBSSEE 像像 CCuu SSnn NNii

ZZnn BBii PP OO
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1111.. リリササイイククルル特特性性

((11)) 鋳鋳造造後後のの供供試試材材、、押押湯湯、、湯湯道道をを 110000%%使使用用ししてて 66 回回ののリリササイイククルル試試験験をを行行っったた結結果果、、性性

能能のの低低下下はは認認めめらられれずず良良好好ななリリササイイククルル性性をを示示ししまますす。。

((22)) リリササイイククルル回回数数とと湯湯流流れれ性性のの関関係係：：図図 1111--11

((33)) リリササイイククルル回回数数とと機機械械的的性性質質のの関関係係：：図図 1111--22

図図 1111--11 リリササイイククルル回回数数とと湯湯流流れれ性性のの関関係係 ((測測定定例例))

図図 1111--22 リリササイイククルル回回数数とと機機械械的的性性質質のの関関係係 ((測測定定例例))
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1122.. ククリリカカブブロロンンズズのの安安全全性性

((11))ククリリカカブブロロンンズズをを検検体体ととししてて浸浸出出ささせせたた試試験験液液をを用用いい、、ママウウススにに経経口口摂摂取取ささせせ、、急急性性経経口口

毒毒性性試試験験（（財財団団法法人人日日本本食食品品分分析析セセンンタターーにによよるる試試験験））をを行行っったた結結果果、、異異常常はは認認めめらられれまま

せせんんででししたた。。

((22))ククリリカカブブロロンンズズはは、、水水道道用用部部材材ととししてて安安心心ししてて適適用用ででききまますす。。

表表 1122--11 急急性性経経口口毒毒性性試試験験液液

項項 目目 条条 件件

試試験験場場所所 財財団団法法人人日日本本食食品品分分析析セセンンタターー

検検 体体 ククリリカカブブロロンンズズ((CCuu--44..55SSnn--77..88ZZnn--11..77BBii--11..66NNii--00..0033PPmmaassss%%))

経経口口試試験験液液

ククリリカカブブロロンンズズをを JJIISS SS 33220000--77::22000044「「水水道道用用器器具具--浸浸出出性性能能試試験験方方法法」」

にに準準じじてて接接触触面面積積比比 22000000ccmm22//LL のの割割合合でで浸浸責責しし、、1166 時時間間静静置置ししたた液液をを

試試験験液液にに使使用用

浸浸出出試試験験結結果果 表表 1122--22 参参照照

表表 1122--22 浸浸出出試試験験結結果果 ((測測定定例例))

浸浸出出試試験験後後（（経経口口毒毒性性試試験験にに使使用用のの液液））
項項 目目 単単位位

基基準準値値 分分析析値値

カカドドミミウウムム及及びび

そそのの化化合合物物
mmgg//LL ≦≦00..0011 <<00..000011

鉛鉛おおよよびびそそのの化化合合物物 mmgg//LL ≦≦00..0011 <<00..000011

六六価価ククロロムム化化合合物物 mmgg//LL ≦≦00..0055 <<00..000055

亜亜鉛鉛及及びびそそのの化化合合物物 mmgg//LL ≦≦11..00 00..0033

アアルルミミニニウウムム及及びび

そそのの化化合合物物
mmgg//LL ≦≦00..22 <<00..0022

鉄鉄おおよよびびそそのの化化合合物物 mmgg//LL ≦≦00..33 <<00..0033

銅銅おおよよびびそそのの化化合合物物 mmgg//LL ≦≦11..00 00..0011

味味 －－ 異異常常ででなないいこことと 異異常常ででなないい

臭臭気気 －－ 異異常常ででなないいこことと 異異常常ででなないい

色色度度 度度 ≦≦55 <<00..55

濁濁度度 度度 ≦≦22 <<00..0055
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表表 1122--33 ママウウススをを用用いいたた急急性性経経口口毒毒性性試試験験概概要要

項項 目目 条条 件件

試試験験場場所所 財財団団法法人人日日本本食食品品分分析析セセンンタターー

観観察察期期間間 1144 日日間間

検検 体体
①①空空試試験験液液

②②ククリリカカブブロロンンズズをを用用いいてて浸浸出出試試験験をを行行っったた試試験験液液

試試験験動動物物

55 週週齢齢 IICCRR 系系雄雄・・雌雌ママウウスス**))（（日日本本エエススエエルルシシーー株株式式会会社社））

をを各各 55 匹匹購購入入しし、、約約 11 週週間間予予備備飼飼育育をを行行っってて一一般般状状態態にに異異

常常がが無無いいここととをを確確認認後後、、急急性性経経口口毒毒性性試試験験にに使使用用。。

投投与与方方法法 強強制制単単回回経経口口投投与与

浸浸出出液液のの投投与与量量 2200mmll//kkgg

**)) IICCRR 系系ママウウススははススイイスス系系ママウウススをを起起源源ととすするるアアルルビビノノママウウススでで、、DDrr..HHaauusscchhkkaa がが多多産産をを目目的的にに選選抜抜をを行行っったた系系統統。。

アアメメリリカカのの IInnssttiittuuttee ooff CCaanncceerr RReesseeaarrcchh かからら各各所所にに送送らられれたたここととかからら、、そそのの頭頭文文字字をを取取っってて IICCRR とと命命名名さされれたた。。

表表 1122--44 急急性性毒毒性性試試験験結結果果 ((測測定定例例))

項項 目目 結結 果果

死死亡亡例例 雄雄雌雌ととももにに観観察察期期間間中中にに死死亡亡例例はは認認めめらられれななかかっったた

一一般般状状態態
雄雄雌雌ととももににいいずずれれのの投投与与群群ににおおいいててもも、、観観察察期期間間中中にに異異

常常はは認認めめらられれななかかっったた。。

体体重重変変化化
投投与与後後 77 及及びび 1144 日日のの体体重重測測定定ににおおいいてて、、雄雄雌雌ととももにに試試験験

群群はは対対照照群群とと比比べべ体体重重にに差差はは見見らられれななかかっったた。。

剖剖検検所所見見
観観察察期期間間終終了了時時のの剖剖検検でではは、、雄雄雌雌ととももににすすべべててのの試試験験動動

物物にに異異常常はは認認めめらられれななかかっったた。。
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1133.. 製製品品試試作作例例

そそのの他他製製品品のの試試験験実実績績ががあありりまますす。。

＜＜ククリリカカブブロロンンズズにに関関すするる問問いい合合わわせせ先先＞＞

株株式式会会社社栗栗本本鐵鐵工工所所 技技術術開開発発本本部部 材材料料技技術術開開発発部部 素素形形材材 GG

ママーーケケテティィンンググ担担当当：：片片岡岡 真真（（MMaakkoottoo KKaattaaookkaa））

技技術術担担当当者者 ：：山山本本匡匡昭昭（（MMaassaaaakkii YYaammaammoottoo））

TTEELL 0066--66668866--33223355、、FFAAXX 0066--66668866--33222299

ククリリカカブブロロンンズズ

φφ2200伸伸縮縮可可ととうう継継手手

ボボーールル式式補補修修弁弁φφ5500分分水水栓栓AA形形ボボーールル式式

φφ5500分分水水栓栓BB形形ココッックク式式

弁弁体体

胴胴部部

ポポンンププ部部品品

給給水水分分岐岐専専用用管管用用

（（新新型型分分水水栓栓））

分分水水栓栓


